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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、T細胞因子/リンパ系エンハンサー因子ファミリーの転写因子のメンバーをコードしています。これらの転写因子はβカテニンによって活性化され、Wntシグナル伝達経路を媒介し、形質転換成長因子βシグナル伝達経路によって拮抗します。コードされているタンパク質は、高移動度グループボックスDNA結合ドメインを含み、細胞周期遺伝子と細胞老化の調節に関与しています。[RefSeq提供、2010年11月],ドメイン：N末端CTNNB1結合ドメインとHMGボックス間の推定Groucho相互作用ドメインは、TCF7L1およびCTNNB1によって媒介されるトランス活性化の抑制に必要です。,機能：Wntシグナル伝達経路に関与します。DNAに結合し、CTNNB1が存在しない場合はリプレッサーとして、CTNNB1が存在する場合はアクティベーターとして機能します。表皮細胞の終末分化、ケラトヒアリン顆粒の形成、および表皮バリア機能の発達に必要（類似性による）。NQO1のダウンレギュレーションを引き起こし、マイトマイシンC耐性の増強につながる。,類似性：TCF/LEFファミリーに属する。,類似性：1つのHMGボックスDNA結合ドメインを含む。,サブユニット：CTNNB1のアルマジロリピートに結合し、安定した複合体を形成する。,組織特異性：毛包および皮膚ケラチノサイトで検出され、胃上皮にも低レベルで存在する。,
	研究分野
	幹細胞経路; 接着結合; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	TCF7L1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはTCF7L1ペプチドでブロッキングされている。
	

	TCF7L1 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

